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　観察開始時，357 名中 179 名（50.1％）が CS，74 名（20.7％）が XSだった。179 名のうち 19 名が観察期
間中に禁煙した。観察開始時，CSは XS，NSに比べ若く（NS 55.1 ± 10.2 歳，XS 56.4 ± 8.8 歳，CS 51.7 ± 9.4
歳），糖尿病罹病期間が短く（NS 9.3 ± 7.7 年，XS 7.1 ± 6.9 年，CS 6.9 ± 6.4 年），NSに比べ HDL－コレス
テロールが低かった（NS 1.4 ± 0.4mmol/L，XS 1.3 ± 0.4mmol/L，CS 1.2 ± 0.3mmol/L）。XSは NS，CSに比
べ拡張期血圧が高かった（NS 73 ± 10mmHg，XS 75 ± 10mmHg，CS 71 ± 9mmHg）。開始時尿中アルブミン
量は NS，XS，CS間で有意差はみられなかった。
　平均 5.7 ± 2.1 年の観察期間において，106 名が微量アルブミン尿を発症した。ログランクテストで CSお
よび ever smokers（XS＋ CS）は NSに比べ微量アルブミン尿発症のリスクが有意に高かった。年齢，羅病期
間，血糖・血圧コントロール，尿中アルブミン量，脂質代謝，飲酒量で補正した XSと CSの NSに対するハ
ザード比はそれぞれ 1.89（95％ C. I ＝ 1.04 － 3.44），2.10（95％ C. I ＝ 1.26 － 3.51）であり，いずれも統計







喫煙の年数，pack-years of  smokedを暴露量として解析する方法が考えられる。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究により喫煙歴は日本人男性 2型糖尿病患者における微量アルブミン尿発症の量依存的なリスクファ
クターであり，糖尿病腎症発症のリスクを評価するには，量を含む詳細な喫煙歴の把握が必要であることが
示唆された。糖尿病性腎症に伴う喫煙の関与を明らかにした研究として価値ある論文である。
　よって，著者は博士（医学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
